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「GFP北海道輸出セミナー＆マッチング in 札幌」

北海道からの冷凍納豆の輸出拡大の取組

北海道はまなす食品

代表取締役 渡邊浩司
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北広島市にて納豆製造事業、包装パック事業を手掛ける

会社概要 ～北海道はまなす食品

• コープや民間企業、自治体出資の
企業。製品を加工・製造するための
様々な設備を備え、原料の仕入れ
から生産・出荷まで一貫して行う

•スタート時の販売先は親会社コープ
さっぽろのみであったため、他の売り先
も求め、海外へ本格的販路開拓。

• JETROや北海道商工会議所主催
の商談会に積極的に参加し、2017

年から納豆輸出を開始

主な輸出用冷凍納豆
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納豆を中国・アジア圏・アメリカ等の15ヵ国と地域へ輸出

輸出概要・実績

•平成30年にシンガポールの北海道
どさんこプラザで納豆を取り扱う事に
なり、本格的に輸出を開始

➢ 納豆は海外在住の日本人に
需要有り

➢ 日本人の多い「どさんこプラザ」
や「明治屋」で取り扱い開始

• 日本食や健康ブームから、日本人
以外へ納豆への関心が高まってお
り、更なる普及が見込まれる

輸出先国数の推移

輸出実績の推移

2018年 2019年 2020年 2021年

納豆 ９か国 ９か国 12か国 12か国

珍味 1か国 2か国 3か国 -

菓子 1か国 1か国 - -

品目別輸出金額の推移（百万円）
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※2022年13か国と地域（4－3月現在）

※2022年（4－3月現在）156,342千円見込み
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自社設備と外部倉庫の活用で5コンテナ/月の出荷が可能

輸出の流れ
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• 中国向けにコンテナ輸出の提案があり、国内渡しだけでなく直接輸出を開始

• 納豆のコンテナ輸出に向け、補助制度を活用しながら生産体制を強化
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輸出に必要な知識を情報収集・習得し、直接輸出の実現へ

輸出取組 ～中国への直接輸出

•取引先より中国での納豆のニーズが
あると中国企業の紹介を受け、直
接輸出の機会を得る

• 6カ月かけ、本やネットから輸出のた
めの知識や情報を収集

• メールならではの強みを活かし、バ
イヤーからの要望に柔軟に対応

• メーカーの直接輸出の取組が評価
され、令和4年度輸出に取り組む
優良事業者表彰にて、「輸出・国
際局長賞」を受賞

⚫中国では偶数が好まれ
4個パックの商品を用意

⚫日本の商品であることを明
示するため、日本語表記
の包材を使用し、中国語
ラベルを貼付

バイヤー・現地ニーズに沿った対応例
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輸出拡大に向けたポイント

北海道
ブランドの
訴求

品質の
向上

• 海外での北海道ブランドの認知度の高さを活かし、商談では産地
毎の納豆とともに、北海道の土地の紹介・北海道ブランドを訴求

• 年1度開催の北海道大豆生産者との「集う会」で輸出状況を共有
し、生産者の輸出意欲を喚起

• 2014年に北海道HACCP、2018年に有機JAS認証を取得。今
後は米国現地商社の求めに応じFSSC22000認証取得を目指す

• 輸出用の納豆は製造後すぐに冷凍。冷凍倉庫にコンテナを横づけ
して自社で積み込む等、安心・安全に配慮

納豆文化
の普及

• 納豆の作り方・食べ方、日本国内の新聞等に掲載された納豆の健
康情報の記事を現地に提供、現地の健康意識の高い層へ訴求

• SNSの利用率が高い中国向けには、日本在住中国人ユーチューバ
ーを活用したPRを行い、認知度を高める
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海外での納豆文化の普及

●店頭プロモーション（SIAM高島屋バンコク）
試食提供と現地MCからのプロモーション

●納豆の製造工程表英語ver.で作成・掲示。
店頭プロモーション（明治屋ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）試食提供時に伝えやすい工夫をする。

●POP作成と提供

納豆を販売するだけでなく、「納豆とは？」「納豆の食べ方。」「納豆の扱い方」を一緒に普及させていく取
り組みを少しずつ実施。
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今後の展望

• 受注増に対応するため2023年7月に近隣に新工場を建て、
設備の増強を行う

➢ 輸出製造専用ラインも設置し、製造量を倍へ

• アメリカの現地商社からの求めに応じ、FSSC22000認証取
得を目指す

➢ 取得に向け、農水省の支援を受け既にマニュアル作成等
のノウハウは習得済み

• ヨーロッパ現地や国内商社の要望に応じ、「植物性エキスのタ
レ」を開発。2023年3月より営業開始。

• 現地での販売促進を加速し、納豆文化の普及を強化
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ご清聴ありがとうございました


